
項目 年度 ～2025 ～2030 ～2050

課題名 到達目標等

１．科学的
データ等の
戦略的獲得
と共有領域
に関する
データ等の

共有

２．円滑な
実験・実証
環境の整備

３．SCにお
ける優先的
に取組む分
野の考え方

４．今後の
道筋の明確

化

短期 中期 長期

政
策
論

詳細基準事前評価制度等の活用

業界団体等内で関係者に共有領域の知見を共有するための環境整備

保安の専門家を交えた主体的な

科学的データの取得

水素の取扱いに関す
る知見（安全策、事
故の予防措置等）
について、得られた情
報を積極的に共有

必要なデータ等の取
得に向けた環境整備

凡例

事業者等の

タスク

・初期段階からの積極的参加

・事業者等への科学的データ等の

取得要請

共有領域の知見共有化に向けた関係者への要請等

水素ポータルサイトの作成および窓口等の明確化

国のタスク

科学的データ等の獲得
に向けた集中期間

優先的に取り組む分
野の考え方の提示

優先分

野の考

え方の

提示

実証実験等の円滑
な実施のための環境
整備

関係者への実施内容と安全対策についての丁寧な説明と、理解と協力の要請

予算事業など政策的位置づけのあるものを中心に必要に応じて、施設管理者や自治

体等の協力・理解を得るべく、事業者をサポート

技術開発・実証段階

商用段階

将来的な保安体系
の検討

詳細基準事前評価制度等の活用促進

技術基準の共通化

水素事業の拡大を踏まえた将来的な保安体系の検討

事業実態や事業規模、現行法令上の課題、国際動向等を注視し、合理的・適正な保

安体系を国に提言 将来的な保安体系の確立

技術基準の策定・見直し

水素保安戦略（中間取りまとめ案）の工程表 別紙２



項目 年度 ～2025 ～2030 ～2050

課題名 到達目標等

５．第三者
認証機関・
検査機関の
整備・育成

６．地方自
治体等との
連携強化

７．リスク
コミュニ
ケーション

８．人材育
成

９．各国動
向の把握、
規制の調
和・国際規
格の策定に
向けた取組

短期 中期 長期

政
策
論 一般市民等ステークホ

ルダーの理解・協力の
獲得

世界最先端の日本の
水素技術による水素社
会の実現

人材プールの形成

安全確保の土台となる人材の育成

各地域特性も踏まえつつ、消費者・地域住民等に対し、水素の物性や取扱い、安全対策等に対する理解を深めるため

の情報発信や教育等を推進

国内外で水素保安について議論をリードする人材の育成

バイ・マルチの国際会議への参加や関係構築

凡例

事業者等の

タスク

主要国の動向の把握

各地域特性も踏まえつつ、消費者・地域住民等に対し、水素の物性や取扱い、安全対策等に対する理解を深めるため

の情報発信や教育等を推進

水素人材の確保育成・人材育成支援

国のタスク

水素保安規制の国際調和・国際規格の策定

対象分野の特定

水素社会を支える第三
者認証機関・検査機
関の整備・育成

科学的データ等の獲得
に向けた集中期間

検査費用や法的権限の整理等

ユニット・型式承認制等の導入等に向けた検討

第三者認証機関・検査機関の能力・協力体制の充実に向けた取り組み（MOU締結等）

水素社会の実現に向け、
都道府県等の法令等
の解釈に差異が生じな
いような仕組みを構築

第三者認証機関・検査機関の活用（再掲）

各自治体をサポートする自治体連絡会議の開催

水素の専用のポータルサイトを通じた窓口（国・自治体）の一元的な紹介

技術基準の共通化、法令・関連通達の記載がより明確になるような工夫、逐
条解説の整備・普及等を通じたルールの明確化・合理化．



項目 年度 2023 2024 2025 ～2030

課題名 課題の概要

保安距離（K
値）の設定

防液堤等防液措
置の合理化

漏えい検知の
合理化

低コスト鋼材
の使用

遠隔監視ステー
ションにおける
日常点検方法の

合理化

手
段
1
に
お
け
る
主
な
個
別
技
術
論

水素の状態・物性によ
る保安距離の評価

大規模液化水素貯槽
に適した防液措置の評
価（防液堤の必要性を
含む。）

大量漏洩時の挙動検討・評価

水素の物性に適合する
検知方法

水素特性判断基準に
係る例示基準の改正

遠隔監視ステーション
における日常点検、遠
隔監視ステーションの
監視業務の合理化

付臭に代替する技術・設備の開発・評価

低廉な材料の技術的な使用可能条件を整理

短期 中期

大量漏洩時の挙動検討・評価

設計開始

設計開始

実証、商用化

商用化

必要に応じ省令に反映

必要に応じ例示基準に反映

必要に応じ例示基準に反映

*線表は2023年2月時点での目途科学的データ獲得期間技術的課題の整理・検討期間

高度化された技術による代替する手法で同等の安全性を担保できる

ことを説明するための科学的なデータの収集 課題に応じた規制の合理化検討
（省令改正等）

日常点検の高度化技術や遠隔監視のAI等を用いた高度化技術等の開発


